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て
は
、
今
は
触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
７
）東
書「
新
編
古
典
Ｂ
」「
精
選
古
典
Ｂ
古
文
編
漢
文
編
」、三
省
堂「
高

等
学
校
古
典
Ｂ
古
文
編
漢
文
編
」「
精
選
古
典
Ｂ
」、大
修
館
「
古

典
古
文
編
漢
文
編
」「
精
選
古
典
」「
新
編
古
典
」、
数
研
「
古
典

Ｂ
古
文
編
／
漢
文
編
」、明
治
「
精
選
古
典
Ｂ
古
文
編
・
漢
文
編
」、

筑
摩
「
古
典
Ｂ
」、
第
一
「
高
等
学
校
古
典
Ｂ
古
文
編
・
漢
文
編
」

「
高
等
学
校
標
準
古
典
Ｂ
」、
桐
原
「
探
求
古
典
Ｂ
」「
古
典
Ｂ
」、

教
出
「
古
典
文
学
選
古
典
Ａ
」。
な
お
「
国
語
総
合
」
で
の
採
録

は
な
か
っ
た
。

（
８
）
本
稿
に
お
け
る
『
大
和
物
語
』
の
本
文
及
び
頁
数
は
小
学
館
『
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
竹
取
物
語
伊
勢
物
語
大
和
物
語
平
中
物

語
』
に
よ
る
。
な
お
、『
新
全
集
』
本
の
底
本
は
、天
福
本
で
あ
る
。

（
９
）
東
書
「
精
選
古
典
Ｂ
古
文
編
漢
文
編
」、
三
省
堂
「
高
等
学
校
古

典
Ｂ
古
文
編
漢
文
編
」「
精
選
古
典
Ｂ
」、
大
修
館
「
古
典
古
文

編
漢
文
編
」、
筑
摩
「
古
典
Ｂ
」、
教
出
「
古
典
Ｂ
古
文
編
」。

（
10
）
第
一
「
高
等
学
校
標
準
古
典
Ｂ
」「
高
等
学
校
標
準
古
典
Ａ
」。

代
表
著
作
者
は
、
伊
井
春
樹
氏
と
富
永
一
登
氏
で
あ
る
。

（
11
）
拙
稿
「
う
つ
ほ
物
語
の
教
材
価
値
」（「
宇
部
工
業
高
等
専
門
学

校
研
究
報
告
」
第
五
十
九
号　

平
成
25
年
３
月
）

（
12
）
大
修
館
「
古
典
古
文
編
漢
文
編
」「
精
選
古
典
」「
新
編
古
典
」、

右
文
「
新
編
古
典
」、
三
省
堂
「
高
等
学
校
国
語
総
合
現
代
文
編

古
典
編
」「
精
選
国
語
総
合
」、
教
出
「
国
語
総
合
」、
筑
摩
「
精

選
国
語
総
合
現
代
文
編
・
古
典
編
」「
国
語
総
合
」、
第
一
「
高

等
学
校
新
訂
国
語
総
合
現
代
文
編
古
典
編
」「
高
等
学
校
国
語
総

合
」。

（
13
）
教
出
「
古
典
Ｂ
古
文
編
」、
筑
摩
「
古
典
Ｂ
」。

（
14
）
第
一
「
高
等
学
校
古
典
Ｂ
古
文
編
・
漢
文
編
」。

（
15
）
鈴
木
紀
子
氏
「『
浜
松
中
納
言
物
語
』
―
親
子
愛
に
見
る
特
性
―
」

（「
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
」
第
十
四
号　

昭
和
62
年
12
月
）

※
本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）・

課
題
番
号
：
二
四
五
三
一
二
二
五
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
特
徴
と
、
そ
れ
に
即
し
た
教
材
化

の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

　

前
に
も
挙
げ
た
『
無
名
草
子
』
は
、「『
み
つ
の
浜
松
』（
＝

『
浜
松
』）
こ
そ
、『
寝
覚
』『
狭
衣
』
ば
か
り
の
世
の
お
ぼ
え
は

な
か
め
れ
ど
、
言
葉
遣
ひ
・
有
様
を
は
じ
め
、
何
事
も
め
づ
ら

し
く
、
あ
は
れ
に
も
い
み
じ
く
も
、
す
べ
て
物
語
を
作
る
と
な

ら
ば
か
く
こ
そ
思
ひ
寄
る
べ
け
れ
、
と
お
ぼ
ゆ
る
も
の
に
て
侍

れ
。」（
七
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
表
現
、
内
容
、
情
趣
に
亘

り
、
ほ
ぼ
手
放
し
の
絶
賛
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
俊
成
女
ら
鎌
倉
期
の
読
者
に
「
す
べ
て
物
語
を

作
る
と
な
ら
ば
か
く
こ
そ
思
ひ
寄
る
べ
け
れ
」
と
ま
で
思
わ
せ

て
い
た
作
品
、
そ
れ
が
『
浜
松
』
な
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
こ

こ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、
高
校
現
場
に
お
け
る
有
用
性
も
十

分
兼
ね
備
え
て
も
い
る
。
こ
れ
を
授
業
に
活
用
し
な
い
手
は
な

い
と
思
う
の
だ
。
私
た
ち
指
導
者
は
、『
浜
松
』
の
持
つ
教
材

価
値
に
も
っ
と
注
目
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
伊
藤
守
幸
氏
「『
浜
松
中
納
言
物
語
』
と
『
更
級
日
記
』
の
交
錯

す
る
旅
路
」（『
平
安
後
期
物
語
』
翰
林
書
房　

平
成
24
年
３
月
）

（
２
）
池
田
利
夫
氏
「
解
説
」（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
浜
松
中
納

言
物
語
』
小
学
館　

平
成
13
年
４
月
）

（
３
）
小
学
館
『
新
全
集
』
本
に
よ
る
。
以
下
、本
稿
に
お
け
る
『
浜
松
』

の
本
文
及
び
頁
数
も
『
新
全
集
』
本
に
基
づ
く
。
な
お
、『
新
全

集
』
本
の
底
本
は
、
巻
一
三
四
が
榊
原
家
旧
蔵
本
、
巻
二
が
鶴

見
大
学
図
書
館
蔵
祖
形
本
、
巻
五
が
浅
野
家
旧
蔵
本
で
あ
る
。

（
４
）
本
稿
に
お
け
る
『
無
名
草
子
』
の
本
文
及
び
頁
数
は
新
潮
社
『
新

潮
日
本
古
典
集
成
無
名
草
子
』
に
よ
る
。
な
お
、『
集
成
』
本
の

底
本
は
、
群
書
類
従
本
で
あ
る
。

（
５
）
三
角
洋
一
氏
「『
狭
衣
』『
寝
覚
』『
浜
松
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
王

朝
物
語
の
展
開
』
若
草
書
房　

平
成
12
年
９
月
）

（
６
）
無
論
、「
②
唐
后
が
異
父
姉
妹
吉
野
姫
君
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
」
展
開
に
お
い
て
、「『
作
者
固
有
』
の
『
物
語
の
方
法
』」

を
支
え
る
力
に
つ
い
て
は
、
別
に
改
め
て
定
位
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
八
島
由
香
氏
は
「『
浜
松
中
納
言
物

語
』
に
お
け
る
〈
不
孝
〉
―
中
納
言
が
抱
く
「
罪
」
の
意
識
と

の
関
わ
り
か
ら
―
」（「
駒
沢
大
学
大
学
院
国
文
学
会
論
輯
」
第

三
十
一
号　

平
成
15
年
６
月
）
に
お
い
て
、
中
納
言
の
「
父
宮
」

へ
の
「
孝
養
」
が
、
反
面
、
日
本
に
残
さ
れ
た
母
へ
の
〈
不
孝
〉

で
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
重
要
な
観
点
で
あ
り
、

更
に
考
察
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
が
、
物
語
場
面
を
限
定
し
た
上

で
、
高
校
教
材
と
し
て
の
有
用
性
の
抽
出
を
急
ぐ
本
稿
に
お
い
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は
、
今
の
自
分
を
支
え
来
た
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
改
め
て
思

い
を
致
し
、
今
後
の
自
分
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
考
え
る
機

会
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。具
体
的
な
指
導
に
お
い
て
は
、

国
語
表
現
領
域
へ
の
発
展
性
が
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
音
声
言

語
表
現
を
前
提
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
挟
み
、
各
自
の
思

考
の
深
ま
り
を
確
認
す
べ
く
文
字
言
語
表
現
へ
と
展
開
さ
せ
る

方
法
が
効
率
的
だ
ろ
う
。
状
況
に
よ
っ
て
は
、
更
に
他
作
品
と

組
み
合
わ
せ
、「
親
子
愛
」
を
軸
に
据
え
た
単
元
学
習
と
し
て

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
新
学
習
指
導

要
領
の
、
例
え
ば
「
古
典
Ｂ
」、「
内
容
」（
２
）
イ
「
同
じ
題

材
を
取
り
上
げ
た
文
章
や
同
じ
時
代
の
文
章
な
ど
を
読
み
比

べ
、
共
通
点
や
相
違
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
。」
に

有
効
に
沿
う
実
践
例
に
な
ろ
う
。

　

あ
る
い
は
、『
更
級
』
の
授
業
後
、
同
様
に
Ａ
〜
Ｄ
を
投
げ

込
ん
で
も
良
い
。
教
科
書
で
は
、
作
者
菅
原
孝
標
女
が
、
物
語

に
強
く
あ
こ
が
れ
る
場
面
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、「
は
じ

め
に
」
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
孝
標
女
が
『
浜
松
』
の
作
者
で

あ
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
当
然
な
が
ら
、

物
語
に
あ
こ
が
れ
耽
溺
し
た
孝
標
女
が
、
今
度
は
そ
れ
に
習
っ

て
創
作
し
て
み
た
作
品
、
い
わ
ば
、
孝
標
女
の
物
語
享
受
の
結

晶
と
し
て『
浜
松
』を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、『
浜

松
』
は
、
孝
標
女
と
い
う
物
語
の
読
者
が
、
一
転
、
物
語
の
作

0

0

0

0

者
と
い
う
生
き
方

0

0

0

0

0

0

0

を
切
り
拓
く
姿
を
物
語
る
「
物
語
」
で
も
あ

る
わ
け
だ
。『
更
級
』
と
併
せ
、
孝
標
女
が
、
先
行
物
語
に
何

を
学
び
、
ま
た
何
を
学
ば
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
い
か
な

る
「
世
界
観
」
や
人
生
観
を
育
て
て
い
っ
た
か
等
、
様
々
な
観

点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
ろ
う
。考
察
が
必
然
的
に「
生

き
方
」
に
及
ぶ
た
め
、
前
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
今
後
の
自
分

の
あ
り
か
た
に
思
い
を
致
す
べ
き
高
校
生
に
と
っ
て
は
、
極
め

て
有
用
で
あ
る
。
自
身
の
「
あ
こ
が
れ
」
と
今
後
の
「
生
き
方
」

に
つ
い
て
、
孝
標
女
の
そ
れ
ら
と
引
き
比
べ
つ
つ
、
思
索
を
深

め
る
好
機
に
な
ろ
う
。
指
導
に
際
し
て
は
、
同
様
に
国
語
表
現

領
域
と
繋
げ
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
さ
せ
つ
つ
各
自
の
意

見
を
ま
と
め
さ
せ
る
の
が
効
果
的
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
単
元
学
習

と
し
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
し
ず
め
「
孝
標
女

の
生
き
方
と
物
語
」
と
い
っ
た
単
元
テ
ー
マ
に
な
ろ
う
か
。
新

学
習
指
導
要
領
の
「
古
典
Ｂ
」、「
内
容
」（
２
）
ウ
「
古
典
に

表
れ
た
人
間
の
生
き
方
や
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
文
章
中
の

表
現
を
根
拠
に
し
て
話
し
合
う
こ
と
。」
の
良
い
実
践
例
に
な

る
だ
ろ
う
。
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う
。
そ
れ
ら
多
数
の
作
品
と
比
較
し
た
と
き
、
そ
れ
で
も
こ
の

『
浜
松
』
の
「
親
子
愛
」
は
特
異
に
目
立
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
例
え
ば
、『
大
和
』
の
「
子
の
愛
が
親
を
遺
棄
か
ら
救
う
」

あ
り
か
た
や
、『
源
氏
』
の
「
娘
に
と
っ
て
の
輝
か
し
い
将
来
」

の
た
め
「
子
別
れ
」
を
選
ぶ
あ
り
か
た
は
、「
高
校
生
の
現
実
」

か
ら
十
分
想
像
し
う
る
範
囲
内
の
「
親
子
愛
」
の
「
か
た
ち
」

に
映
ら
な
い
か
。
対
し
て
『
浜
松
』
の
「
転
生
」
は
、「『
親
子

愛
』
を
『
描
き
き
る
』
か
た
ち
」
と
し
て
、
そ
の
明
快
さ
、
規

模
の
大
き
さ
に
お
い
て
、
群
を
抜
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で

あ
る
。
他
作
品
の
「
親
子
愛
」
が
弱
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
他
作
品
も
、
そ
れ
ぞ
れ
親
子
の
情
愛
の
現
実
を
し
み
じ

み
看
取
さ
せ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
子
い
ず
れ

も
の
深
い
情
愛
が
、
例
え
ば
前
の
Ａ
〜
Ｄ
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
明
白
な
描
写
と
し
て
描
か
れ
る
点
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
「
荒
唐

無
稽
」
に
見
え
る
「
転
生
」
の
必
然
化
が
裏
打
ち
さ
れ
る
点
、

そ
し
て
「
転
生
」
す
ら
が
現
実
的
に
受
容
さ
れ
る
も
の
と
し
て

物
語
内
に
位
置
を
占
め
る
点
に
お
い
て
、
や
は
り
『
浜
松
』
の

描
く
「
親
子
愛
」
は
、
他
作
品
以
上
に
際
立
っ
て
強
い

0

0

と
思
う

の
で
あ
る
。『
浜
松
』
が
「
何
よ
り
も
親
子
の
愛
の
諸
相
を
語
っ

た
物
語
」
と
定
位
さ
れ
る
（
15
）

ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
『
浜
松
』
を
高
校
の
授
業
に
用
い
て
み
て
は

ど
う
か
と
思
う
の
だ
。
子
を
愛
す
る
が
ゆ
え
に
極
楽
往
生
よ
り

も
生
ま
れ
変
わ
っ
て
の
再
会
を
選
ぶ
親
の
あ
り
か
た
、
ま
た
、

親
を
愛
す
る
が
ゆ
え
に
生
ま
れ
変
わ
り
を
信
じ
危
険
や
困
難
を

厭
わ
な
い
子
の
あ
り
か
た
。
こ
れ
ら
は
、
確
か
に
高
校
生
の
現

実
か
ら
は
乖
離
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ

ま
で
で
き
る
親
の
愛
と
子
の
愛
に
つ
い
て
、
想
像
を
絶
す
る
が

ゆ
え
の
衝
撃
と
と
も
に
、
改
め
て
深
く
思
索
す
る
機
会
に
な
り

う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、『
大
和
』
の
授
業
の
後
で
も
良
い
。『
源
氏
』
の
後

で
も
良
い
。
前
節
の
引
用
Ａ
〜
Ｄ
を
適
宜
投
げ
込
ん
で
み
て
は

ど
う
か
。『
大
和
』
や
『
源
氏
』
の
指
導
過
程
で
、
指
導
者
は

必
ず
「
親
子
愛
」
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
、
そ

の
上
で
『
浜
松
』
の
事
例
を
提
示
し
、
更
に
掘
り
下
げ
さ
せ
る

の
だ
。
親
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、子
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、

こ
れ
ま
で
の
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
問
題
と
し
て
思

索
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
高
校
生

活
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
社
会
と
の
関
わ
り
が
、
現
実
的
な
も

の
と
し
て
学
習
者
一
人
ひ
と
り
の
身
に
迫
っ
て
こ
よ
う
。
進
学

す
る
に
せ
よ
、
就
職
す
る
に
せ
よ
、
近
い
将
来
、
学
習
者
た
ち

は
必
ず
社
会
に
巣
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
独
り

立
ち
の
前
に
、
今
の
自
分
の
拠
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
、
あ
る
い

（95）
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の
お
返
し
の
漢
詩
は
、
雲
の
浪
、
煙
の
浪
を
越
え
て
遙
か
遠
く

の
唐
ま
で
「
父
宮
」
を
尋
ね
て
海
を
渡
っ
て
、
前
世
を
隔
て
て
、

姿
形
を
別
人
に
変
え
な
さ
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
し
み
じ
み
慕
わ

し
く
、
ふ
る
さ
と
日
本
を
恋
う
る
心
も
た
ち
ま
ち
に
忘
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
趣
旨
の
も
の
を
作
っ
て
お
見
せ
申
し
上
げ
る
と
、

皇
子
も
涙
を
我
慢
す
る
こ
と
が
で
き
な
さ
ら
な
い
。

　
　
　

二　

浜
松
中
納
言
物
語
の
教
材
価
値

　

新
課
程
用
の
検
定
教
科
書
を
一
瞥
し
て
み
る
。「
親
子
愛
」

に
つ
い
て
描
い
て
い
る
教
材
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

物
語
作
品
で
言
え
ば
、
ま
ず
目
に
付
く
の
が
『
大
和
物
語
』

の
、い
わ
ゆ
る
「
姨
捨
」
の
一
節
で
あ
ろ
う
（
７
）。
周
知
の
通
り
、

一
時
は
失
い
か
け
た
親
へ
の
情
愛
を
改
め
て
取
り
戻
す
子
の
姿

が
感
動
的
な
短
篇
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
全
て
の
教
科
書
会
社
が
、

何
ら
か
の
形
で
こ
の
一
節
を
採
録
し
て
い
る
。
無
論
、
厳
密
に

言
え
ば
、
こ
こ
に
登
場
す
る
の
は
実
の
親
子
で
は
な
い
が
、「
親

は
死
に
け
れ
ば
、を
ば
な
む
親
の
ご
と
く
に
」（
三
九
一
頁
）（
８
）

と
あ
り
、
実
の
親
子
同
様
と
見
な
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
子
の
愛

が
親
を
遺
棄
か
ら
救
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

　

次
に
目
に
留
ま
る
の
は
、『
源
氏
物
語
』
の
、
明
石
御
方
と

明
石
姫
君
の
子
別
れ
の
一
節
で
あ
ろ
う
（
９
）。
娘
の
よ
り
良
い

未
来
を
願
い
、
敢
え
て
我
が
子
を
手
放
す
明
石
御
方
の
哀
切
さ

が
胸
を
打
つ
場
面
で
あ
る
。
親
の
愛
が
、
入
内
と
い
う
娘
に

と
っ
て
の
輝
か
し
い
将
来
を
呼
び
込
ん
だ
ス
ト
ー
リ
ー
と
言
え

よ
う
。

　
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
俊
蔭
女
と
仲
忠
の
母
子
愛
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
い
る
教
科
書
も
あ
る
（
10
）。
そ
も
そ
も
、『
う
つ
ほ
』

自
体
、
旧
課
程
用
の
教
科
書
に
は
採
録
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
作

品
で
あ
り
、『
う
つ
ほ
』
の
教
材
価
値
（
11
）

を
重
視
し
て
い
る

私
と
し
て
は
、
望
ま
し
い
傾
向
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
か

ら
も
、
ま
た
本
稿
の
趣
旨
か
ら
も
、
同
教
科
書
と
編
集
者
の
見

識
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
。

　

物
語
以
外
に
目
を
転
じ
て
み
る
。
日
記
作
品
で
は
、『
土
佐

日
記
』
の
「
忘
れ
貝
」、「
羽
根
」
等
、
亡
児
に
つ
い
て
の
一

節
（
12
）、
あ
る
い
は
、『
更
級
日
記
』
の
継
母
と
の
別
れ
の
一

節
（
13
）

が
該
当
し
よ
う
。
随
筆
と
し
て
、『
お
ら
が
春
』
の
、

い
わ
ゆ
る
「
添
へ
乳
」
の
一
節
を
採
録
す
る
も
の
も
あ
る
（
14
）。

無
論
、
和
歌
に
つ
い
て
も
、
全
て
を
細
か
く
見
て
い
け
ば
、『
万

葉
集
』
の
「
防
人
歌
」
を
例
示
す
る
ま
で
も
な
く
、「
親
子
愛
」

を
詠
ん
だ
も
の
は
い
く
つ
も
見
つ
か
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
科
書
に
「
親
子
愛
」
を
描
い
た
教
材
は
、

決
し
て
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
い
か
が
で
あ
ろ

（94）
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あ
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ
来
た
っ
た
「
親
子
愛
」
の
深
い
交
流
が

描
か
れ
て
い
る
。
傍
線
部
、
か
つ
て
の
容
貌
と
は
異
な
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
「
父
宮
」
そ
の
人
と
確
信
す
る
中
納
言
の
心
性
や
、

ま
た
、
点
線
部
、
周
囲
に
悟
ら
れ
ぬ
よ
う
、
再
会
叶
っ
た
万
感

の
思
い
を
、
互
い
に
の
み
そ
れ
と
分
か
る
漢
詩
に
託
し
合
っ
て

涙
す
る
二
人
の
姿
に
は
、
饒
舌
に
な
り
え
な
い
分
、
か
え
っ
て

静
か
に
こ
み
上
げ
る
愛
情
の
強
さ
が
見
て
取
れ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
私
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
名
場
面
と
し
て
、
読
み
味
わ

わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

Ｄ　

皇
子
（
＝
「
転
生
」
し
た
父
宮
）
の
御
消
息
あ
り
。
か
ぎ

り
な
く
う
れ
し
く
て
（
中
納
言
は
）
参
り
給
へ
り
。
と
こ

ろ
の
さ
ま
、
ほ
か
よ
り
も
い
み
じ
く
め
で
た
く
、
水
の
色
、

石
の
た
た
ず
ま
ひ
、
庭
の
お
も
、
梢
の
け
し
き
も
い
み
じ

う
お
も
し
ろ
し
。
こ
な
た
に
召
し
入
れ
た
り
。
御
年
七
つ

八
つ
ば
か
り
に
て
、
う
つ
く
し
う
て
、
う
る
は
し
く
鬢
づ

ら
結
ひ
、
し
や
う
ぞ
き
て
お
は
す
。
あ
り
し
御
面
影
に
は

お
は
せ
ね
ど
、
あ
は
れ
に
、
さ
ぞ
か
し
と
見
た
て
ま
つ
る

に
、
涙
も
こ
ぼ
る
る
心
地
し
給
ふ
。
皇
子
も
御
け
し
き
か

は
り
て
、
お
ほ
か
た
の
こ
と
ど
も
仰
せ
ら
れ
て
、
言
葉
に

は
の
た
ま
は
で
、
昔
を
忘
れ
ぬ
に
、
か
く
逢
ひ
見
つ
る
よ

し
の
あ
は
れ
を
書
き
て
賜
は
せ
た
る
に
、
い
み
じ
う
念
ず

れ
ど
涙
と
ま
ら
ず
。
そ
の
御
返
し
の
文
、
雲
の
浪
煙
の
浪

と
、
は
る
か
に
た
づ
ね
わ
た
り
て
、
生
を
隔
て
、
か
た
ち

を
代
へ
給
ひ
つ
れ
ど
、
あ
は
れ
に
な
つ
か
し
く
、
ふ
る
さ

と
を
恋
ふ
る
心
も
、
た
ち
ま
ち
に
忘
れ
ぬ
る
心
を
作
り
て

見
せ
た
て
ま
つ
る
に
、
皇
子
も
え
堪
へ
給
は
ず
。

（
巻
一　

三
四
〜
三
五
頁
）

〈
訳
〉
皇
子
か
ら
中
納
言
へ
お
便
り
が
あ
る
。
こ
の
上
な
く
嬉
し
く
て

中
納
言
は
参
上
な
さ
っ
た
。
お
住
ま
い
の
様
子
は
、
他
よ
り
も

た
い
そ
う
素
晴
ら
し
く
、
水
の
色
合
い
、
庭
石
の
た
た
ず
ま
い
、

庭
の
正
面
、
梢
の
様
子
も
た
い
そ
う
趣
が
あ
る
。
皇
子
は
御
座

の
ほ
う
に
中
納
言
を
召
し
入
れ
た
。
皇
子
の
お
歳
は
七
つ
八
つ

ほ
ど
で
、
か
わ
い
ら
し
く
て
、
美
し
く
鬢
づ
ら
を
結
っ
て
、
正

装
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
生
前
の「
父
宮
」の
面
影
で
は
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
い
け
れ
ど
、
し
み
じ
み
感
動
し
、
こ
の
方
こ
そ
「
父

宮
」
だ
よ
と
拝
見
す
る
と
、
涙
も
こ
ぼ
れ
る
心
地
が
し
な
さ
る
。

皇
子
も
表
情
が
変
わ
っ
て
、
並
一
通
り
の
の
こ
と
な
ど
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
、
言
葉
で
は
お
っ
し
ゃ
ら
ず
、
親
子
で
あ
っ
た
昔
を

忘
れ
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
再
会
し
た
旨
の
感
動
を
漢
詩
に

書
い
て
中
納
言
に
下
賜
な
さ
っ
た
の
で
、
中
納
言
は
た
い
そ
う

我
慢
す
る
け
れ
ど
涙
が
止
ま
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
す
る
中
納
言

（93）
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な
お
、
Ｃ
の
波
線
部
、「
父
宮
」
は
「
唐
后
」
に
中
納
言
を

疎
ま
し
く
思
わ
な
い
よ
う
請
願
す
る
。
自
身
の
中
納
言
へ
の
愛

情
ゆ
え
、
唐
后
の
中
納
言
へ
の
応
対
に
も
相
応
の
親
密
さ
を
求

め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
中
納
言
と
「
唐
后
」
と
の
恋
の
契

機
に
も
な
っ
て
い
く
。
即
ち
、「
父
宮
」
の
中
納
言
へ
の
情
愛

は
、
中
宮
と
「
唐
后
」
の
恋
を
起
動
さ
せ
、
そ
の
こ
と
が
、
引

い
て
は
、
前
に
「
②
唐
后
が
異
父
妹
吉
野
姫
君
の
娘
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
る
」
と
述
べ
た
と
お
り
、
物
語
中
ふ
た
つ
目
の
「
転

生
」を
必
然
化
し
も
す
る
の
だ
。
こ
の「
父
宮
」の
情
愛
が
、『
浜

松
』
に
描
か
れ
る
二
つ
の
「
転
生
」
の
、
い
ず
れ
も
源
と
し
て

機
能
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

　

戻
ろ
う
。さ
て
、こ
の
よ
う
に
見
て
き
た
と
き
、『
浜
松
』に「
転

生
」
と
い
う
「
荒
唐
無
稽
」
な
モ
チ
ー
フ
が
成
立
し
う
る
の
は
、

中
納
言
か
ら
「
父
宮
」
へ
の
「
卓
越
し
た
『
孝
養
』
心
」、及
び
、

「
父
宮
」
か
ら
我
が
子
中
納
言
へ
の
「
強
力
な
『
情
愛
』
の
念
」

が
両
立
す
る
ゆ
え
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
中
納
言
、「
父
宮
」

相
互
の
親
子
愛
が
揺
る
ぎ
な
く
併
存
す
る
ゆ
え
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
親
の
愛
と
、そ
れ
に
感
応
す
る
子
の
愛
に
よ
っ
て
、

確
か
に
「
転
生
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
こ
の
物
語
を
展
開
す

る
力
と
し
て
あ
り
う
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

　

だ
と
す
る
と
、
私
た
ち
が
『
浜
松
』
に
見
て
取
る
べ
き
な
の

は
、「
転
生
」
と
い
う
事
象
そ
の
も
の
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が

極
め
て
深
い
「
親
子
愛
」
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
事
実
な
の
で
は
な
い
か
。
極
め
て
深
い
「
親
子
愛
」
の
、
最

も
顕
著
な
物
語
徴
表
と
し
て
、「
転
生
」
が
『
浜
松
』
に
選
び

取
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
な
の
で
は
な
い
か
。「
輪
廻
転
生

や
仏
方
便
を
構
想
の
か
な
め
に
す
え
る
の
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
規

模
を
も
っ
て
生
を
と
ら
え
な
い
か
ぎ
り
人
間
を
描
き
き
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
認
識
を
は
じ
め
と
す
る
、
作
者
固
有
の
思

想
―
―
作
者
に
お
け
る
世
界
観
と
物
語
の
方
法
と
の
出
会
い
と

言
い
か
え
る
と
よ
い
―
―
に
も
と
づ
く
の
で
あ
ろ
う
」（
５
）

と

早
く
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、こ
の
「
転
生
」
は
、「
人
間
」

の
あ
り
か
た
を
「
描
き
き
る
」
た
め
に
必
然
化
し
た
「
作
者
固

有
の
思
想
」
な
の
で
あ
り
、「
作
者
固
有
」
の
「
物
語
の
方
法
」

な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
「
転
生
」
を
成

立
さ
せ
る
力
た
る
「
親
子
愛
」
こ
そ
が
、「『
作
者
固
有
』
の
『
物

語
の
方
法
』」
を
支
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
少

な
く
と
も
「
①
主
人
公
中
納
言
の
父
宮
が
唐
の
第
三
皇
子
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
る
」
展
開
に
関
わ
っ
て
は
、
斯
く
の
如
く
、「
親

子
愛
」
を
「
描
き
き
る
」
か
た
ち
と
し
て
「
転
生
」
を
捉
え
る

べ
き
な
の
で
あ
る
（
６
）。

　

次
に
引
用
す
る
Ｄ
は
、
中
納
言
と
「
父
宮
」
再
会
の
場
面
で

（92）
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三
皇
子
で
も
あ
る
「
父
宮
」
は
、
そ
の
母
「
唐
后
」
に
次
の
通

り
、
事
の
真
相
を
語
る
。

Ｃ　

…

み
づ
か
ら
は
日
本
の
人
に
て
な
む
は
べ
り
し
。
こ
の
中

納
言
、
前
の
世
の
子
に
て
は
べ
り
き
。
た
だ
ひ
と
り
は
べ

り
し
か
ば
、
た
ぐ
ひ
な
く
か
な
し
く
思
ひ
は
べ
り
し
に
よ

り
、
九
品
の
望
み
も
こ
の
思
ひ
に
引
か
さ
れ
て
、
か
く
生

れ
ま
う
で
来
た
る
と
な
む
お
ぼ
え
は
べ
る
。
中
納
言
も
、

か
く
な
む
は
べ
る
、
と
伝
へ
聞
き
て
、
お
ほ
や
け
も
か
ぎ

り
な
く
惜
し
み
、母
も
命
絶
ゆ
ば
か
り
か
な
し
み
け
れ
ど
、

な
ほ
ふ
り
捨
て
て
、
三
年
が
い
と
ま
を
申
し
て
渡
り
ま
う

で
来
た
る
な
り
。
さ
れ
ば
、
知
ら
ぬ
国
の
人
を
う
ち
つ
け

に
親
し
く
む
つ
び
思
ふ
や
う
に
も
、
と
ぞ
人
も
思
ひ
は
べ

ら
め
ど
も
、
昔
の
心
お
ぼ
え
は
べ
る
に
よ
り
、
つ
ね
に
見

ま
ほ
し
く
、
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
は
べ
る
を
、
御
心
に
も
う

と
く
な
お
ぼ
し
め
し
な
さ
せ
給
ひ
そ
。

…

（
巻
一　

四
九
〜
五
〇
頁
）

〈
訳
〉

…
私
は
日
本
人
で
し
た
。
こ
の
中
納
言
は
、
私
の
前
世
で
の
子

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
の
子
は
た
だ
一
人
だ
け
で
し
た
の
で
、

こ
の
上
な
く
か
わ
い
く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
こ
と
が
原
因
で
、

極
楽
往
生
の
望
み
も
こ
の
情
愛
に
引
か
さ
れ
て
、
こ
の
よ
う
に

（
唐
の
皇
子
と
し
て
）
生
ま
れ
て
ま
い
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
納
言
も
、
私
が
こ
う
し
て
唐
に
い
る
と
伝
え
聞
い
て
、
日
本

の
帝
も
中
納
言
の
離
日
を
限
り
な
く
惜
し
み
、
母
も
命
が
絶
え

る
ほ
ど
悲
し
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
振
り
切
っ
て
、
三
年

間
の
暇
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
渡
唐
し
こ
こ
に
参
上
し
に
来
て

い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
知
ら
な
い
国
の
人
を
、
い
き
な
り
親

し
く
睦
ま
じ
く
私
が
思
う
よ
う
に
も
、
と
人
は
思
う
よ
う
で
す

け
れ
ど
も
、
親
子
で
あ
っ
た
前
世
の
情
愛
が
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

い
つ
も
会
い
た
く
て
、
し
み
じ
み
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
あ
な

た
（
＝
唐
后
）
の
お
気
持
ち
と
し
て
も
（
中
納
言
を
）
疎
ま
し

く
お
思
い
に
な
り
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い
。

…

　

注
意
し
た
い
の
は
、
二
重
傍
線
部
「
こ
の
中
納
言
、

…

」
の

所
だ
。「
父
宮
」
は
、
中
納
言
を
こ
の
上
な
く
か
わ
い
い
と
思

う
が
ゆ
え
に
、
極
楽
往
生
の
望
み
す
ら
捨
て
て
「
転
生
」
を
果

た
し
た
と
い
う
。
い
わ
ば
、
自
身
の
幸
福
な
往
生
さ
え
も
顧
み

な
い
ほ
ど
の
、
子
へ
の
強
い
思
い
入
れ
が
「
転
生
」
を
可
能
に

す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
死
後
に

お
い
て
も
変
わ
ら
ず
我
が
子
に
向
け
ら
れ
る
強
力
な
「
情
愛
」

の
念
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
物
語
の
「
転
生
」
を
生
み
出
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
ふ
た
つ
目
に
確
認
し
て
お
く
。
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め
た
「
暁
」
の
宰
相
中
将
の
詠
歌
に
「
思
ひ
も
か
け
ぬ
浪
の
音

か
な
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
直
前
に
は
、
宰
相
中
将
に
対

す
る
中
納
言
の
決
意
表
明
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

中
納
言
は
、「
夢
」
を
全
く
疑
う
こ
と
も
な
く
、「
父
宮
」
の
唐

土
で
の
「
転
生
」
を
、
た
だ
ち
に

0

0

0

0

信
用
し
た
の
だ
。

　

夢
告
の
信
憑
性
を
、
現
代
と
同
じ
尺
度
で
捉
え
て
は
な
る
ま

い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
「
渡
唐
」
は
、
決
行
を
即
断
す
る
に
は
、

Ａ
で
見
た
と
お
り
、
あ
ま
り
に
「
恐
ろ
し
」
く
困
難
な
旅
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
加
え
て
、
時
に
主
人
公
は
「
中
納
言
」
の
要

職
に
あ
っ
た
。
長
期
に
亘
り
職
を
空
け
る
こ
と
は
憚
ら
れ
よ
う

し
、
ま
し
て
や
、
万
が
一
に
も
客
死
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
本
人
、
政
界
と
も
ど
も
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
大
事
態
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
納
言
は
「
暁
」
に
は
「
渡
唐
」

を
決
定
し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
れ
は
、
信
じ
が
た
い
事
象
す
ら
も
即
座
に
受
容
で
き
る
ほ

ど
、
父
と
の
再
会
を
希
求
す
る
心
が
強
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え

ね
ば
な
る
ま
い
。
い
わ
ば
、
父
へ
の
愛
着
の
強
さ
が
、
事
態
の

不
審
さ
を
即
刻
凌
駕
し
た
わ
け
だ
。
中
納
言
の
、
ひ
と
え
に
父

を
慕
う
孝
心
の
強
さ
が
、
こ
の
決
断
の
早
さ
に
反
映
し
て
い
る

と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、Ａ
の
傍
線
部
で「
孝

養
の
こ
こ
ろ
ざ
し
深
く
思
ひ
立
ち
に
し
道
」
と
定
位
さ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
称
揚
す
る
か
の
ご
と
く
、
Ａ
の
点
線
部

で
は
「
荒
き
波
風
に
も
あ
は
ず
、
思
ふ
か
た
の
風
な
む
こ
と
に

吹
き
送
る
」
と
い
う
、「
孝
養
」
に
感
応
し
た
奇
瑞
め
い
て
、

予
想
に
反
し
た
旅
の
平
穏
が
描
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

だ
か
ら
こ
そ
、Ｂ
の
後
に
も
『
無
名
草
子
』
は
、「
式
部
卿
の
宮
、

唐
土
の
親
王
に
生
れ
給
へ
る
を
伝
へ
聞
き
、
夢
に
も
見
て
、
中

納
言
、
唐
へ
渡
る
ま
で
は
め
で
た
し
。」（
七
八
頁
）
と
、
再
び

賛
辞
を
送
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
あ
っ
て
み
れ
ば
、「
荒
唐
無
稽
」に
見
え
る「
父
宮
」の「
転

生
」
は
、
中
納
言
の
卓
越
し
た
「
孝
養
」
心
が
あ
っ
て
こ
そ
実

現
可
能
な
モ
チ
ー
フ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
い

わ
ば
、「
転
生
」
を
現
実
と
し
て
受
け
止
め
る
存
在
が
あ
っ
て

こ
そ
、
物
語
に
「
転
生
」
が
成
り
立
つ
と
い
う
わ
け
だ
。
不
可

思
議
な
事
象
す
ら
も
一
意
に
信
頼
し
、
受
容
し
、
行
動
す
る
子

中
納
言
の
存
在
が
、「
父
宮
」
の
「
転
生
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

を
、『
浜
松
』
の
独
自
世
界
と
し
て
成
立
さ
せ
う
る
の
だ
と
い

う
こ
と
、
ま
ず
ひ
と
つ
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

翻
っ
て
、「
転
生
」
す
る
側
で
あ
る
「
父
宮
」
に
つ
い
て
見

て
お
こ
う
。
中
納
言
の
「
渡
唐
」
を
受
け
、
後
に
Ｄ
と
し
て
引

用
す
る
と
お
り
、「
転
生
」
し
た
「
父
宮
」
と
中
納
言
と
の
再

会
が
遂
に
果
た
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
場
面
で
あ
る
が
、
唐
の
第

（90）
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Ａ　

孝
養
の
こ
こ
ろ
ざ
し
深
く
思
ひ
立
ち
に
し
道
な
れ
ば
に

や
、
恐
ろ
し
う
、
は
る
か
に
思
ひ
や
り
し
波
の
上
な
れ
ど
、

荒
き
波
風
に
も
あ
は
ず
、
思
ふ
か
た
の
風
な
む
こ
と
に
吹

き
送
る
心
地
し
て
、も
ろ
こ
し
の
温
嶺
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
、

七
月
上
の
十
日
に
お
は
し
ま
し
着
き
ぬ
。（

巻
一　

三
一
頁
）

〈
訳
〉
父
へ
の
孝
養
の
志
が
深
く
て
思
い
立
っ
て
し
ま
っ
た
旅
路
だ
か

ら
で
あ
ろ
う
か
、
恐
ろ
し
く
て
、
遙
か
に
遠
い
と
思
い
を
馳
せ

た
海
の
旅
で
あ
る
が
、
荒
い
波
風
に
も
遭
わ
ず
、
思
い
通
り
の

順
風
が
特
別
に
吹
き
、
舟
を
送
る
心
地
が
し
て
、
唐
土
の
温
嶺

と
い
う
所
に
、
七
月
上
旬
の
十
日
に
到
着
な
さ
っ
た
。

　

中
納
言
が
「
渡
唐
」
に
際
し
て
「
恐
ろ
し
」
さ
を
抱
い
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
そ
れ
で
も
傍
線
部
、
深
い
「
孝
養
」
心

ゆ
え
か
、
点
線
部
、
波
風
ま
で
味
方
す
る
ご
と
く
、
大
過
な
く

「
渡
唐
」が
叶
っ
た
と
い
う
。つ
ま
り
、こ
こ
に
至
る
ま
で
の
諸
々

の
顛
末
が
、現
存
『
浜
松
』
に
は
欠
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
期
、
藤
原
俊
成
女
が
著
し
た
と

さ
れ
る
『
無
名
草
子
』
の
次
の
一
節
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

Ｂ　

父
宮
の
、
唐
土
の
親
王
に
生
れ
た
る
夢
（
中
納
言
が
）
見

た
る
暁
、
宰
相
中
将
尋
ね
来
て
、

　
　
　
　

独
り
し
も
明
か
さ
じ
と
思
ふ
床
の
上
に

　
　
　
　
　
　

思
ひ
も
か
け
ぬ
浪
の
お
と
か
な

　
　

と
言
ふ
よ
り
は
じ
め
、
唐
土
に
出
で
立
つ
こ
と
ど
も
い
と

い
み
じ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
四
〜
七
五
頁
）（４
）

〈
訳
〉
父
宮
が
、
唐
土
の
（
第
三
）
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
夢

を
中
納
言
が
見
た
暁
、
宰
相
中
将
が
訪
問
し
て
、

恋
人
の
あ
る
あ
な
た
が
ひ
と
り
で
夜
を
明
か
す
こ
と
は
あ
る

ま
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

そ
の
あ
な
た
か
ら
思
い
が
け
な
い
唐
へ
の
海
旅
の
決
意

を
聞
い
た
こ
と
よ

　
　

と
言
う
こ
と
を
は
じ
め
、
唐
土
に
出
立
す
る
こ
と
な
ど
は
た
い
そ

う
素
晴
ら
し
い
。

　

主
人
公
中
納
言
が
、「
父
宮
」
故
式
部
卿
宮
が
「
唐
土
の
親
王
」

に
「
転
生
」
し
た
夢
を
見
た
た
め
「
渡
唐
」
を
決
行
す
る
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
元
の
首
巻
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
中
納
言
が
そ
の
「
夢
」
を
見
た

「
暁
」
に
は
、
既
に
「
渡
唐
」
を
決
意
し
て
い
た
と
い
う
事
実

で
あ
る
。
い
か
に
も
早
い
決
断
で
は
な
い
か
。「
夢
」
か
ら
覚
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る
。
特
に
後
者
な
ど
想
像
も
容
易
で
は
な
か
ろ
う
し
、
高
校
生

の
現
実
か
ら
は
、
確
か
に
乖
離
の
感
は
否
め
ま
い
。

　

ま
た
、
藤
原
定
家
自
筆
の
、
い
わ
ゆ
る
御
物
本
『
更
級
日
記
』

の
仮
名
奥
書
、「
よ
は
の
ね
さ
め　

み
つ
の
は
ま
ヽ
つ
（
＝『
浜

松
』
の
別
称
）　

み
つ
か
ら
く
ゆ
る　

あ
さ
く
ら　

な
と
は
こ

の
日
記
の
人
の
つ
く
ら
れ
た
る
と
そ
」
と
の
識
語
は
、
定
家
と

菅
原
氏
嫡
流
の
為
長
と
の
文
学
的
関
係
の
観
点（
１
）、あ
る
い
は
、

『
浜
松
』
と
『
更
級
』
と
の
語
彙
の
重
な
り
や
、『
浜
松
』
所
収

歌
と『
続
古
今
集
』孝
標
女
歌
と
の
重
な
り
の
観
点
（
２
）
等
、様
々

な
観
点
か
ら
、
少
な
く
と
も
『
浜
松
』
に
関
し
て
は
信
用
に
足

る
と
さ
れ
る
現
況
に
お
い
て
は
、
こ
れ
も
ま
た
「
安
定
教
材
」

で
あ
る
『
更
級
』
と
の
作
者
の
重
複
が
、
敬
遠
の
要
因
に
な
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
他
に
も
、
首
巻
の
散
佚
に
よ
る
全
体
像
の

不
透
明
さ
も
問
題
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
。

　

し
か
し
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
問
題
は
確
か
に
あ
っ
た
と
し

て
、
も
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
物
語
が
高
校
現
場
で
披
瀝
さ
れ

る
機
会
を
失
っ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
に
も
現

場
に
と
っ
て
惜
し
ま
れ
る
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。『
浜

松
』
に
は
、
高
校
の
授
業
で
扱
う
に
相
応
し
い
重
要
な
要
素
が

含
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
節
を
改
め

述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　

一　

転
生
と
渡
唐
と
親
子
愛

  

前
に
触
れ
た
と
お
り
、『
浜
松
』
に
は
「
渡
唐
」
と
「
転
生
」

が
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
源
氏
』
に
な
か
っ
た
モ
チ
ー

フ
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
時
期
の
物
語
の
置
か
れ
た
状
況
を
示

唆
し
て
も
い
よ
う
が
、
と
も
か
く
、
唐
に
限
ら
ず
、
外
国
を
舞

台
に
取
り
込
む
趣
向
は
、
既
に
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
も
あ
る
た

め
、
物
語
文
学
史
上
に
占
め
る
『
浜
松
』
の
顕
著
な
特
徴
と
し

て
、
こ
の
「
転
生
」
を
初
め
て
大
き
く
扱
っ
た
こ
と
を
ま
ず
挙

げ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、物
語
中
に
言
わ
れ
る「
転
生
」は
二
つ
。
ひ
と
つ
は「
①

主
人
公
中
納
言
の
父
宮
が
唐
の
第
三
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
「
②
唐
后
が
異
父

妹
吉
野
姫
君
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
が
、
本
稿
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
前
者
で
あ
る
。
こ
れ
も

前
に
触
れ
た
が
、『
浜
松
』
の
本
来
の
首
巻
は
散
佚
し
て
お
り
、

現
行
の
巻
一
（
３
）

は
、
主
人
公
中
納
言
が
、「
転
生
」
後
の
父
を

追
っ
て
「
渡
唐
」
を
果
た
し
た
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
本

文
を
引
用
し
、
私
に
現
代
語
訳
を
付
し
て
お
く
。
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浜
松
中
納
言
物
語
の
教
材
価
値

中　

井　

賢　

一

　
　
　

は
じ
め
に

　

高
等
学
校
国
語
科
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
新

教
育
課
程
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
大
半
の
高
校
で
は
、「
国
語

総
合
」、「
古
典
Ｂ
」
あ
る
い
は
「
古
典
Ａ
」
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
再
編
成
し
た
上
で
、
古
典
の
学
習
指
導
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
ろ
う
。
そ
れ
に
伴
い
、
検
定
教
科
書
に
つ
い
て
も
、
新
課

程
用
の
も
の
へ
と
更
改
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
所
収
教
材
名
を

一
瞥
し
て
も
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
を
採
録
す
る
も
の
は
皆

無
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
前
年
ま
で
の
旧
課
程
に
基
づ
く
検
定

教
科
書
に
お
い
て
も
採
録
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
浜
松
中
納

言
物
語
』
が
、
長
期
に
亘
り
、
教
材
と
し
て
重
視
さ
れ
て
こ
な

0

0

0

0

0

0

0

か
っ
た

0

0

0

事
実
が
知
ら
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
背
景
に
は
、『
浜
松
』
の
成
立
時
期
の
問

題
も
あ
ろ
う
。
こ
の
物
語
は
、
平
安
後
期
成
立
で
、
近
接
す
る

平
安
中
期
に
は『
源
氏
物
語
』が
成
立
し
て
い
る
。『
源
氏
』が
、

物
語
教
材
と
し
て
の
不
動
の
位
置
を
占
め
る
、
い
わ
ゆ
る
「
安

定
教
材
」
で
あ
る
こ
と
は
、
成
立
時
期
を
接
す
る
『
浜
松
』
に

と
っ
て
は
不
利
と
言
え
よ
う
。
通
史
的
な
観
点
か
ら
も
、
教
材

と
し
て
扱
う
メ
リ
ッ
ト
が
さ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
懸
念

は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

あ
る
い
は
、『
浜
松
』
の
作
品
内
容
の
問
題
も
あ
ろ
う
。
周

知
の
通
り
、
こ
の
物
語
は
日
本
だ
け
で
な
く
唐
に
ま
で
舞
台
が

拡
散
す
る
（
＝
主
人
公
や
唐
后
な
ど
の
渡
唐
）
し
、
ま
た
、
主

人
公
を
取
り
巻
く
人
物
た
ち
が
、
他
の
人
物
へ
生
ま
れ
変
わ
っ

て
主
人
公
に
再
会
す
る
（
＝
主
人
公
の
父
と
唐
后
の
転
生
）
と

い
う
、
荒
唐
無
稽
と
も
言
わ
れ
か
ね
な
い
展
開
を
有
し
て
も
い

（87）


